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１．経営戦略の策定趣旨

　

　

　

２．事業概要

（１）事業の現況

　①給水

　②施設

　本市の給水状況は表１のとおりです。

　本市の施設状況は表２のとおりです。

　また、主な水道施設の位置を図１に示しています。

表１　天理市水道事業の給水状況（令和２年４月１日現在）

表２　天理市水道事業の施設状況（令和２年４月１日現在）

44,300 49.8 ％

箇所

箇所

供用開始年月日

法適（全部・財務）
・ 非 適 の 区 分

計 画 給 水 人 口

現 在 給 水 人 口

施 設 能 力 ㎥/日

有 収 水 量 密 度

管 路 延 長

　ダム・地下水・受水

1.45

64,119

69,000 人

人

　昭和 ６ 年 10 月 １ 日

　法適用（全部適用）

近年、少子高齢化による人口減少、節水意識の浸透等の社会経済情勢を受け、水需要は減少傾

向にあり、安定した収益が見込めない状況となっています。

こうした状況の中、総務省においては、地方公営企業が将来にわたって安定的に事業を継続して

なお、本計画の計画期間は、令和２年度から令和11年度までの10年間とします。今後は、「経営戦

略」に基づいて事業を推進してまいりますが、フォローアップとして施策の進捗状況の管理により目

いくために、中長期の事業運営の基本方針を示す計画として「経営戦略」の策定を各事業体に求め

整した「投資・財政計画」を中心とした「天理市水道事業経営戦略」を策定します。　

なる施設・設備に対する投資の見通しと財源の見通しを構成要素とし、収入と支出が均衡するよう調

ているところです。

本市においても、人口減少や経済活動の変化に伴う大口需要の落込み等により、水需要は減少

標達成状況等を確認し、基本方針は維持しつつも一定の期間（５年程度）ごとに内容の見直しを行

います。

傾向が続いています。一方、老朽化施設の更新や耐震化への取組みが不可欠な状況であり、多額

の費用が必要となっています。このような水道事業を取り巻く環境の変化や様々な課題に的確に対

応し、健全な経営の維持とおいしくて安全な水を安定して供給するため、中長期的な経営の基本と

千㎥/ｈａ

水 源

浄水場設置数

配水池設置数
ｋｍ470.12施設数

2

17

施 設 利 用 率
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　③料金

　④組織

※消費税及び地方消費税相当額を除く

属する事務を行うため上下水道局を設置しています。（図２参照）

また、令和２年４月１日現在、下記の組織体制で事業を運営しており、上下水道局全職員43人

のうち水道事業として28人配置しています。（表４参照）

職員数の推移については、平成23年４月１日現在の35人から令和２年４月１日現在では28人と

本市は、水道メーターの口径別に使用水量にかかわらず一定額を徴収する最低料金と使用水量

料金改定日　平成27年７月１日

表３　料金表

なり、この10年間で７人減少しています。（図３参照）

本市は、上下水道事業に管理者を置かず、管理者の権限を市長が行っており、市長の権限に

に応じた額を加算する超過料金を設定しています。また、超過料金については、使用水量の増加に

　料金については、表３のとおりです。

伴い、料金単価が段階的に高くなる逓増型を採用しています。

円 円 円 円 円 円

　〃

m3まで

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃1,000

1,800 　〃

メーター
口径

最低料金（１月につき）

(mm)

50

10

8

300

超過料金（１m3につき）

水量 料金 20m3まで
21m

3
から

50m3まで

51m
3
から

1,800m3まで

1,801m
3
以上

-

一般用 営業用

990 - - - - -

210 260 -

1,330 180 210 260 -

　〃

25 10,870 -

416,340

20 2,300 18012

500

- 260 330

68,520 - - 260 330

-

440

330

440

50 115,970 - - 260 330 440

40

- - - 330 440

75 232,500 - 260

工事用
口径別による
最低水量、最低料金

１m3につき440

150以上 416,340 - - -

300

3301,800

13

440

浴場用 34,800 １m
3
につき140

440

100

-
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図３　水道事業職員数の推移（令和２年４月１日現在）

表４　水道事業職員数（令和２年４月１日現在）

図２　天理市上下水道局　組織体制（令和２年４月１日現在）

総務経営課 庶務係

営業推進係

経営管理室 経営管理係

給水課 給水係

下水道課 施設係

事業係

管理者
（市長）

上下水道局 工務係

浄水課 浄水係

施設整備係

3 28

再任用職員 計職   名 事務職員 技術職員

職員数 10 15
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（２）これまでの主な経営健全化の取組

金を活用し、本市の財政負担の軽減を図っています。

（３）経営比較分析表を活用した現状分析

　

　（類似団体）

給水形態 末端給水事業

給水人口規模 5 万人以上10 万人未満

　なお、類似団体については、給水形態及び給水人口規模により区分しています。

総務省から示された「経営比較分析表」を用いて、水道事業の経年比較や類似団体との比較等を

施設面では、平成28年度に「水道事業におけるアセットマネジメント（資産管理）に関する手引き」

平成23年７月からは、検針、料金徴収、メーター取替、開閉栓及び窓口業務等を包括的民間委託

することで人件費の抑制や事務の効率化を図りました。

（平成21年７月厚生労働省）に準じて、施設及び管路の現状を調査し、将来を見据えて策定した更

新計画に基づいて更新・耐震化事業を効率的に進めています。この事業費の財源として国庫補助

て組織構成・事務分掌を見直しました。

本市は、平成22年４月より水道事業と下水道事業の組織統合を行い、効率的な業務の遂行に向け

　また、経営指標の算出式については、表５、６に示しています。

行い、経営指標の状況を分析しました。（経営比較分析表（平成30年度決算）参照）
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表６　経営指標の算出式（老朽化の状況）

表５　経営指標の算出式（経営の健全性・効率性）

営業収益－受託工事収益

当年度未処理欠損金
×100累積欠損金比率 （％）

流 動 比 率 （％）

企 業 債 残 高
対給水収益比率

（％）

料 金 回 収 率 （％） ×100

給 水 原 価 （円）

施 設 利 用 率 （％）

有 収 率 （％）
年間総有収水量

年間総配水量

経常費用－（受託工事費＋材料及び不用品売却原価＋附帯事業費）－長期前受金戻入

流動負債

給水原価

×100

一日平均配水量
×100

一日配水能力

年間総有収水量

流動資産
×100

供給単価

企業債現在高合計
×100

給水収益

項　目 算出式

×100
経常費用

経常収益
経 常 収 支 比 率 （％）

有 形 固 定 資 産
減 価 償 却 率

（％）

管 路 経 年 化 率 （％）

項　目 算出式

有形固定資産のうち償却対象資産の帳簿原価

当該年度に更新した管路延長

管 路 更 新 率 （％）

管路延長

有形固定資産減価償却累計額

法定耐用年数を経過した管路延長
×100

管路延長

×100

×100
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３．将来の事業環境

（１）給水人口及び水需要の予測

　各年度の給水人口及び水需要の推移については、図４のとおりです。

（２）料金収入の見通し

人口予測値について、社会保障・人口問題研究所（社人研）の推計値（平成30年度）を基本とし、

料金収入は、（１）給水人口及び水需要の予測に基づき、現行の料金を据え置きした場合、今後10

年間で約10.1％の減少が見込まれます。（図５参照）

平成30年度（実績年度）における当該予測値と実績値の差を下方修正し推計したところ、給水人口

は令和２年度の63,733人から令和11年度には58,410人と5,323人減少となる見込みです。

また、水需要は、大口需要者の使用量減少をはじめ節水器具の普及や人口減少等の影響により

減少傾向が続き、年間有収水量は令和２年度の7,392千㎥から令和11年度には6,664千㎥と今後

10年間で約9.8％減少すると見込まれます。

図４　給水人口及び水需要の推移（実績・予測）

図５　料金収入の推移（実績・予測）
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（３）組織の見通し

４．経営の基本方針

（１）施設の廃止及び老朽施設、管路の更新・耐震化

口・給水量・重要施設等）から定量的かつ総合的に設定した優先度に基づき、更新・耐震化を図り

ます。

ジングを検討し、物理的評価（老朽度・事故危険度・漏水頻度・水理条件等）、重要度評価（給水人

健全な水道経営の維持と安心・安全な水道水の安定供給のため更新計画を基礎とし、下記の項

職員数を年齢構成別にみると、令和２年４月１日現在、水道事業職員数のうち50％が50歳以上の

職員であり、今後ベテラン職員の退職による技術力の低下が課題となっています。（図６参照）

図６　水道事業年齢別職員数（令和２年４月１日現在）

目を重視して取り組みます。

本市には、天理ダム・地下水・県営水道受水の３水源があり、水源の選択については、平成26年２

月の経営審議会で財政面及び危機管理面から３水源を維持することが最善であるという答申を頂き

配水池については、今後の水需要予測に応じて統廃合を検討したところ、石上北低区配水池

No.１及び園原配水池の廃止が可能となったため、更新は行わないものとします。

ました。

自己水は、県営水道受水と比べ財政面で有利であることから優先的に活用するものとし、自己水を

製造する浄水場については、ダウンサイジングを行わず更新します。

管路については、今後の水需要予測と上記の配水池廃止を前提とした管網解析によりダウンサイ
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（２）更新需要の平準化及び更新財源の確保

（３）職員数の確保、技術継承

施設については、更新需要の平準化を行わず、管路については、令和20年度頃に更新が集中

が培ってきた技術の正確な継承と在職職員の技術力を向上するための研修の充実を図ります。

また、水道事業を継続していく上で、技術継承が必要な業務を検討していくとともに、ベテラン職員

更新・耐震化を行います。

更新計画では、平成28年度から令和37年度までの40年間の更新需要を試算しました。この40年間

ベテラン職員の退職による職員数の減少や在職職員への技術継承が課題になっていることを踏ま

え、人材育成がより効果的に実施できるよう職員の年齢構成の適正化に努めます。

で更新需要の平準化を行いました。これにより、更新集中期における財政負担を軽減し、計画的な

発生する見込みであり、各年度の更新需要については図７のとおりです。

するため、令和８年度までは更新需要を抑えて330百万円/年とし、その後は549百万円/年の２段階

図７　更新需要（施設＋管路）

のうち、令和２年度から令和11年度の10年間で施設と管路を合わせて約7,701百万円の更新需要が

また、一定の限度を定めた上での企業債の新規借入や国庫補助金の活用を行い、財源の確保に

努めます。
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５．投資・財政計画（収支計画）

（１）投資・財政計画（収支計画）

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

　①収支計画のうち投資についての説明

　②収支計画のうち財源についての説明

みである一方、水道施設の更新に多くの経費が必要となります。このため、将来世代に過度な負担と

ろ、令和２年度から令和11年度までの10年間で約97億円を見込んでいます。

以上の結果から、内部留保資金については、計画期間内では維持できる見込みとなりました。ただ

令和２年度から令和11年度までの10年間で約29億円の新規借入を計上しています。

水施設配水管耐震化率の向上を図ります。また、計画的な管路の更新・耐震化を進めることで、漏

基づき試算を行い、令和２年度から令和11年度の10年間で約４億円を財源として計上しています。

表７　重要給水施設配水管耐震化率・有収率の実績値及び目標値

令和元年度末　実績値 令和11年度　目標値

重 要 給 水 施 設
配 水 管 耐 震 化 率

（％） 33.4 58.6

有 収 率 （％） 92.7

保資金の確保を行います。

92.0％以上を維持する

経営の基本方針に基づき、今後も投資を進めていきます。これにより、建設改良費を算出したとこ

　本市水道事業の投資・財政計画（収支計画）は別紙１、２のとおりです。

管路については、災害時に拠点となる重要給水施設までの管路の耐震化を実施し、重要給

し、収益的収支では、料金収入の減少や減価償却費の増加等により、令和10年度に純損失が見込

まれるため、更なる経費削減努力と料金改定の検討等も必要となります。

水を軽減し有収率の維持を図ります。なお、令和11年度までの目標値は表７のとおりです。

また、国庫補助金については、現行の補助基準（「生活基盤施設耐震化等交付金交付要綱」）に

収支計画上、令和元年度までの企業債残高は、主に平成11年までの拡張工事に借入れたもの

で、年々減少傾向にあります。ただし、水需要の減少傾向により、給水収益は今後も減少する見込

ならないよう企業債残高が給水収益の1.5～２倍（約30億円以下）の範囲内で企業債を活用します。

安定した水道事業を持続させるために、経費削減努力と経営の効率化を図りつつ、一定の内部留
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　③収支計画のうち投資以外の経費についての説明

（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

　①投資について検討状況等

当面は特にないが、今後の事業状況に応じて活用の検討を

施 設 ・ 設 備 の 合 理 化
（ ス ペ ッ ク ダ ウ ン ）

近年、職員数は減少傾向にあるが、技術継承と人材育成を進めていく必要があるため、将来の職

とを考慮して一律60,000千円と設定します。

　（動力費）

平成28年度より杣之内浄水場の更新工事を進めており、直近実績では、旧施設での製造を停止し

況変化に応じて必要となれば検討する。

つつ、本市による有益性を検討する。

　（職員給与費）

施 設 ・ 設 備 の 廃 止 ・ 統 合
（ ダ ウ ン サ イ ジ ン グ ）

から、過去５箇年実績の平均値程度である一律110,000千円と設定します。

員構成を見込み、基本給を一律206,400千円と設定します。

また、退職給付費については、今後の職員の退職を見込み、過去５箇年実績の平均値程度である

一律8,000千円と設定します。

民間の資金・ノウハウ等の活用
（ PPP/PFI 等 の 導 入 等 ）

アセ ッ トマ ネ ジメン トの 充実
（ 施 設 ・ 設 備 の 長 寿 命 化 等
に よ る 投 資 の 平 準 化 ）

　（委託料）

今後も維持管理等に係る委託料は発生すると見込まれる一方、経費削減に努める必要があること

くために必要な経費を考慮して修繕費の増加を見込んでいます。

健全な水道経営を行うためにも、今後更新か修繕かいずれが合理的か判断した上で、経費削減に

努めます。

そ の 他 の 取 組 　現在のところ特になし。

する。

県域水道一体化に向けて、今後の県域全体の動向を注視し

ていたことで、 動力費は抑制されていました。今後は、新施設での製造を開始し、本格稼働するこ

広 域 化

現計画に反映させているため、未反映は無いと考えるが、状

　（修繕費）

施設等の老朽化や令和９年度末までに鉛製給水管の解消に向け、取替工事を計画的に進めてい
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　②財源について検討状況等

６．経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

経営比較分析表や業務指標（PI）などを用いて毎年検証するとともに、５年を目安として見直しを行

う予定であるが、現在検討中である県域水道一体化の取組等の事業環境の変化に応じて随時見直

しを行います。

企 業 債

そ の 他 の 取 組

行う。

　現在のところ特になし。

現計画に反映させているため、未反映は無いと考えるが、状

況変化に応じて必要となれば検討する。

総務省の繰出基準に基づいた一般会計からの繰入金につい

現在遊休資産は無いが、現在行っている債券運用を継続して

繰 入 金

が、状況変化に応じて必要となれば市財政当局と協議していく。

資 産 の 有 効 活 用 等 に よ る
収 入 増 加 の 取 組

ては、現計画に反映させているため、未反映は無いと考える

向を注視しつつ、必要に応じて料金改定を検討する。

安定した水道事業経営のため、今後必要とされる更新等に要

料 金 する事業費用を補うべく、有収水量や県域水道一体化等の動
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別紙１

　投資・財政計画（収支計画）　（収益的収支）

別紙２

　投資・財政計画（収支計画）　（資本的収支）
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